
まちを元気にするためには
どんな市内の移動手段が必要か？

北勢線とまち育みを考える会

令和５年１１月

シリーズ勉強会『地域の公共交通とまちづくりを考える』
第９回 「地域のことをみんなで考えてみよう」 その３

いなべ市内の移動手段
福祉バス

話題提供プレゼンテーション



今日のディスカッションのテーマは・・・

地域の交通は、幹となるべき基幹交通から、末端の枝葉にあた

るフィーダー交通まで、一体感をもった連携システムが整ってこそ

機能するものです。

前回の勉強会では、桑員地域の基幹交通を担うべき北勢線に

ついて議論しました。今回はもう少し細い枝から末端のラストワン

マイルに至る、毛細血管のような市内交通の在りようを考えてみ

たいと思います。

現在、このような市内交通はいなべ市の福祉バス「アイバス」が

担っていますが、今の在りようがベストの姿でしょうか。



合併後のいなべ市バス基本構想

４町が合併した際にまとめた
基本構想をレビューしてみます。



合併前の各町が運行していたバス



当時の運行路線図と沿線人口分布

・ 旧員弁町域を除いて

人口集積域はほぼ網羅

・ 員弁川を渡る路線がほとんどない

・駅での結節が不十分



基本構想におけるコミバスの位置づけのポイント

・ 鉄道のフィーダー交通

（合併前のバスに欠けていた視点）

⇒ 円滑に鉄道と連結し市外へのアクセスに利用

２つの鉄道路線を結ぶ機能も必要

・ 市域内交通機関として

（合併前の自主運行バス、福祉バスの役割）

①福祉・医療に関わるアクセス

②買物へのアクセス



基本構想における利用者の負担の考え方

・ 運賃は「無料」（全て市負担）ではなく、利用者が一部負担

アンケート結果を踏まえて得た結論

・ 一律1コイン等わかり易い運賃

・ “自分達のバス“と意識される計画が重要



鉄道への結節点

■ 阿下喜駅（北勢線）

■ 大泉駅（北勢線）

■ 大安駅（三岐線）

■ 三里駅（三岐線）の 4 駅を想定

※楚原駅（北勢線）は駅前周辺の道路幅が狭く

バス乗入れが困難なため除外



基本構想で描いた鉄道結節のイメージ

・ 旧北勢町、旧藤原町域から

阿下喜駅へ

・ 旧大安町域から三里駅、大安駅

さらに員弁川を越えて大泉駅へ

・ 旧員弁町域から大泉駅

さらに員弁川を越えて

大安駅、三里駅へ



鉄道との結節をより効果的にするために

バス路線と鉄道の効果的連携のために

a) ソフト面 ・・・時刻表の同期、共通定期券など

b) ハード面 ・・・駅前機能整備など

ソフト、ハード両面での整備を求める

「鉄道との結節」に対して強い意識をもっていた



実際の福祉バス「アイバス」

合併後の新しいコミバスは
構想通りに進んだのでしょうか？



運営統合後の福祉バス（アイバス）路線

路線的には概ね

基本構想に近い



福祉バス（アイバス）員弁ルート時刻表



福祉バス（アイバス）員弁ルート路線



員弁ルートの概要

・ 旧員弁町市之原地区、平古地区（大泉駅経由）へ路線展開

・ 市之原線は三里駅を経由して阿下喜まで

平古線は楚原駅から旧市街を巡回して三里駅まで

両路線は楚原駅で相互連絡

・ 北勢線との主要接続駅の変更

大泉駅がメイン結節駅 ⇒ 楚原駅が中心

・ ２時間３０分ピッチ、１日４往復運行



福祉バス（アイバス）北勢ルート路線図



福祉バス（アイバス）北勢ルート時刻表



北勢ルートの概要

・ 阿下喜から北東部へ十社線、貝野線の２路線

・ 阿下喜から麻生田駅を経由して東部麓地区へ山郷線

・ 阿下喜から伊勢治田駅を経由して南西部治田地区へ治田線

・ いなべ市役所～阿下喜地区～伊勢治田駅 市役所線

・ 通勤通学時間帯を意識した増便あり（特に十社線）

朝の阿下喜方面行き、夕方の郊外行き増

・ １日４往復～６往復運行（市役所線は右回り、左回り各４本）

（等間隔ダイヤでも列車接続ダイヤでもない）



福祉バス（アイバス）藤原ルート路線図



福祉バス（アイバス）藤原ルート時刻表



藤原ルートの概要

・ 旧藤原町域３地域から阿下喜までの路線を運行

坂本線（西部・西藤原駅、西野尻駅、東藤原駅経由）、

立田線（北部）、中里線（北東部）

・ 立田線、中里線は通勤通学時間帯を意識した増便

朝の阿下喜方面行き、夕方の郊外行き本数増

・ 各線とも午前阿下喜方面行き午後郊外行きに重点

・ １日４往復から７往復の運行

（等間隔ダイヤでも列車接続ダイヤでもない）



福祉バス（アイバス）大安ルート路線図



福祉バス（アイバス）大安ルート時刻表



大安ルートの概要

・ 旧大安町内を３系統で運行

石榑線（西部・大安駅経由）、梅戸井線（南部・梅戸井駅経由）

三里丹生川線（中央部、北西部・三里駅、丹生川駅経由）

・ 全路線イオン大安店、オークワは経由する

・ 北勢線への接続駅の変更

員弁川を渡って大泉駅へ ⇒ 全便阿下喜へ直通運転

阿下喜への往復はほぼ同時刻続行運転

・ ２時間３０分ピッチ、１日各系統４往復運行



基本構想のうち実現したこと

・ 市域内交通機関として

①福祉・医療に関わるアクセス

②買物へのアクセス

としての機能はそれなりに備わったものとなっている

合併前の４町のバスが担っていたの役割は継承できた



基本構想と大きく異なる点

・ 鉄道との結節

駅前広場は整備されたがソフト面が出来ていない

⇒ 鉄道ダイヤを無視したバスダイヤ

・ 運賃の一部を利用者負担 ⇒ 無料の福祉バス

役割を地域の交通弱者福祉に矮小化している面がある

・ マイバス意識の醸成は？

地域住民との協働の場がない（多くの住民は他人事）

地域公共交通会議が設置されないことも一因か



実績 利用者数と収支（コロナ前平成３０年度）

利用者数

福祉バス １０２,９３２人

収支

運行費 １０１,２２３千円

人件費 ９,３９６千円

いなべ市負担額 １１０,６１９千円

利用者１人１乗車あたり １,０７５円



基本構想から変わったのはなぜ？

時代とともに社会情勢は変化しますし、基本構想自体満点の構
想ではありません。でも・・・

・ 路線的には基本構想に近いものの、現行の福祉バスは基本構

想が目指したものとは大きくかけ離れています。その理由はど

のように説明されたのでしょうか？

・ 現行の福祉バスの態勢に移行して１３年。何が良かったのか、

何が問題なのか、きちんと評価できていますか？



鉄道結節を意識した隣町の一例

隣町はわずか３台の車両で
鉄道のフィーダー交通を確保しています



鉄道との結節を意識したバスダイヤ（東員町）

通勤・通学時間帯



鉄道との結節を意識したバスダイヤ（東員町）

・ 東員駅で北勢線

・北勢中央公園口駅で

三岐線の列車と接続

通勤・通学時間帯



鉄道との結節を意識したバスダイヤ（東員町）

データイム



鉄道との結節を意識したバスダイヤ（東員町）

・ データイム

北勢線列車に合わせて

毎時同時刻05分発



コミバス成功事例 栃木県小山市



栃木県小山市の位置

小山市のHPより



撤退バス路線もコミバス化した 小山市「おーバス」

実施地域：栃木県小山市

運行事業者：小山中央観光バス・友井タクシー・

大山タクシー・関東自動車の４社

運行形態：市街地とその周辺・・・・・路線バス １４路線

郊外地域・・・・・・・・・・・・デマンドバス ５エリア

関東自動車直営運行路線も「おーバス」として扱う

事業バスも取り込んで実質一体運営



小山市立地適正化計画による街の骨格と交通



乗合バス

路 線 ：市街地を中心に１４路線

運 賃 ：大人200円均一、小学生と65歳以上は100円

運行日 ：原則毎日運行

路線の特性により日によって増便減便あり

通勤路線・・・・・土日祝日通勤時間帯便減便

観光地路線・・・観光シーズン、土日祝日に増便

運行接続：乗継拠点バス停、小山駅、間々田駅で相互接続



デマンドバス

予約制 ：利用者の予約により区域内を運行

運行日 ：祝日を含む月～金曜日（12月29日～1月3日を除く）

昼間時間帯のみ

予約方法：事前に利用登録⇒利用時電話予約

運行区間：自宅から主要施設・乗継拠点・バス停まで

乗継拠点バス停、小山駅、間々田駅で

乗合バス、他のデマンドバスと相互接続

乗車形態：乗合運行

運 賃 ：300円、小学生・65歳以上200円



利用者数と収支（コロナ前平成３０年度）

利用者数

路線バス ７０２,７２１人

デマンドバス １０,４３７人

収支

運行経費 ２５７,１３７千円

運行収入 １１９,１０４千円

運行費補填 １３８,０３３千円



実際に乗ってみて気づいたこと



車内では案内放送の案内表示もないけれど

車内では案内放送も次のバス停を示す表示器もありません。

観光客等の外来者はもちろんのこと、市民であっても通りなれて

いるところ出なければバスがどこを走行しているのか全く分かり

ません。

これでは、いつもの利用者しか使えないバスになってしまいます。

そんなバスを目指していたのでしょうか。



時刻表には乗継できますと書いてありますが・・・

北勢ルート、藤原ルート、大安ルートの時刻表には阿下喜駅で市
役所線に乗継と書いてあります。

しかし、市役所線のバスは各ルートのバスからの乗継旅客を確
認してから出発しているのではありません。時間が来れば何も確
認せずにそのまま出発します。各線のバスが交通事情等で数分
遅延が発生して市役所線出発時刻をわずかに過ぎただけで乗り
継げなくなります。バスの乗務員には他のバスの運行情報を伝
える手段は全く用意されておらず、到着目前で出発してしまうこと
もありえます。現に、試乗したときに乗継客を待たずに出発しそう
になり、運転手さんに声掛けして待ってもらいました。



路線バスとアイバスは全く連携せず

同じ阿下喜駅前のバス停なのに、路線バスとアイバスはバス停も

道を隔ててばらばら。乗継を考慮することもなく、役割を分担するこ

ともなく、全く連携していません。

同じ地域の住民の足であるはずなのに、こんなことで良いのですか。

路線バスはバス事業者の独立採算の事業だから、市は口を出せな

いと思っているかもしれませんが、そこにも補助金として税金が投

入されています。利用者目線で考えられませんか。



すべての路線が阿下喜に直行

阿下喜を起点としている北勢ルート、藤原ルートはもちろんのこと、

員弁ルート、大安ルートのバスも阿下喜にやってきます。大安

ルートは１台では乗り切れないほどの乗客がいるわけでもないの

３つの路線ともほぼ同時刻に連続して阿下喜に来ます。

地域内の運転本数を増やして地域内の利便性を向上するよりも、

阿下喜の病院に直行することが優先順位が高いということです

か。



市内のコミバス、今の福祉バスのままで良いですか？

・ 利用料金が無料である福祉バスのスタイルを継続していくのが

本当に良いのですか。ある程度利用者がある程度の金額を負担
する方が良いですか。北勢線沿線でも東員町、桑名市とは足並み
がそろっていません。皆さんはどう考えますか。

・旧４町それぞれの地域における現状運行形態を見ると、一つの

コンセプトに則って運行されているのではなく、従来の延長線上で
ある地域だけが優遇されないように微調整しただけのように見えま
す。４町が統合されたいなべ市全体を最適化したプランになってい
るのでしょうか。

今日の議論の論点



市内のコミバス、今の福祉バスのままで良いですか？

・ ４町合併当初基本計画では鉄道との結節をかなり意識した計画
になっていました。ところが、現状では列車の発車時刻に配慮した
ダイヤにはなっていません。鉄道結節という当初のねらいは必要な
くなったのでしょうか。

・どの路線も４本から７本、１時間おき、２時間おきといった等時隔
ダイヤでもない。分かりやすい運転ダイヤにした方が利用しやすい
のではありませんか。電車や路線バスに乗り換えるのにも都合が
良いのではありませんか。

・ 現在、福祉バスは全便土曜日、休日運休となっています。という
ことは、観光客等の利用は全く考慮していないように思えます。来
訪者には公共交通を提供する必要が無いのでしょうか。



ディスカッションのテーマ・・３

路線を階層化すべきか？
すべて阿下喜直通か？

ディスカッションのテーマ・・２

鉄道結節重視か地域内完結か？

ディスカッションのテーマ・・１

無料の福祉バスか？
有償のコミバスか？
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